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①山鳴りがする。③斜面から水が
　噴出する。

⑤小石がバラバラ
　落ちてくる。

⑦沢や井戸の水が
　濁る。

②川の流れが濁り、
　流木が流れる。

④雨が降り続いてい
るのに川の水位が
下がる。

⑥地面にひび割れ
　ができる。

⑧がけに割れ目が
　見える。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
避
難

一
瞬
に
し
て
生
命
・
財
産
を
奪
う
土

砂
災
害
。
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
土
石

流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な
ど
の
土

砂
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
の
ま
わ
り
の
危
険
個
所
や
裏
山
を
確

認
す
る
こ
と
、
避
難
場
所
や
避
難
路
を

家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
大
雨
注
意
報
や
警
報
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
の
情
報
に
は
特
に

注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
異
常
な
状

況
を
発
見
し
、
危
な
い
と
感
じ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
の
前
兆
や
災
害
を
発
見
し
た
場

合
は
、
安
曇
野
市
役
所
か
安
曇
野
建
設

事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
長
野

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
砂
防
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
は
、
雨
量
情
報
な
ど
の
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。同
サ
イ
ト
は
、

携
帯
電
話
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

土砂災害の前兆現象

問堀金総合支所内危機管理室…（472･3106 672･6739）
問豊科総合支所内監理課………（472･3111 672･3569）
　　　　　　　　建設課………（472･3111 672･8340）
問安曇野建設事務所……………（472･8880 672･8882）
県ホームページ「砂防情報ステーション」
 uhttp://133.105.11.45/index.html
 ｉ モ ー ド 用 …………… uhttp://133.105.11.45/ i /
　ソフトバンク用 …………… uhttp://133.105.11.45/v/
　ＥＺｗｅｂ用 …………… uhttp://133.105.11.45/e/

連絡先
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本
庁
舎
等
建
設
基
本
構
想
を
答
申

【
報
告
】 

本
庁
舎
等
建
設
審
議
会

（１）不可欠な附随施設

●防災センター
●十分な駐車場（来客用として約 350台（※）、公用車

として約 150 台。職員駐車場は別途検討が必要）
※現在の 5 支所の来客用駐車場は 318 台分であるこ

となどを踏まえた台数。
●敷地内の緑地スペース

（２）附髄するにあたっては別に検討が必要な施設

●コンサートやイベントができる 1,000 人以上の規
模の劇場型市民ホールは欲しいが、本庁舎建設と
は別に検討する必要がある。

●子育て支援施設や健康福祉施設は地域にある既存
施設の活用を基本にすべきである。

（１）耐用年数がほとんどない施設

●市民が集まる場所としての利用は望ましくない。
他の用途を検討し、用途に応じて必要最小限の整
備をする。

●処分することも検討する必要がある。
（２）耐用年数が約 15 年以上ある建物

地域の意見を尊重したうえで、以下のような活用
方法を検討する必要がある。

●市民が自由に交流できるスペースとしての活用。
●図書館、公民館、児童館、古文書館等としての活用。
●公営企業の拠点としての活用。

（１）本庁舎に不可欠な機能

●自然環境や省エネ・省資源に配慮した庁舎
●耐震性に優れた庁舎
●ユニバーサルデザイン（※）に対応した庁舎
●ＩＴ化に対応できる庁舎
●市民が自由に集えるコミュニティ機能やホール
（講堂）

※ユニバーサルデザイン ･･･ 人種、性別、年齢、身
体的特徴などに関わらず、できるだけ多くの人が
利用可能となるように建物、空間をデザインする
という考え方。

（２）本庁舎に可能であれば付すべき機能

●展望室
●市民や観光客が利用できる食堂（レストラン）
●銀行、郵便局
●地元の物産展などが開催できるスペース　
●子育て支援機能　など　

（３）本庁舎の規模

● 10 年、20 年という将来的な機能・規模を見据え
た中で、上記機能を踏まえた必要最小限の規模と
して 550 ～ 650 人程度が執務できる規模。延床面
積として 18,000 ～ 23,000㎡の延床面積が必要。

●後述の附随施設の設置を考慮し、敷地面積は
20,000㎡～ 40,000㎡（※）が必要。

※階数により必要となる敷地面積が異なります。

既存施設の活用方法

建設候補地の評価と課題建設候補地の位置図

合併特例債の活用と本庁舎の建設時期

候補地 評　　価　　点 課　　　　題

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
ゾ
ー
ン

・東の国道 19 号から西の山麓
線まで東西に延びる道路の沿
線である。また国道 147 号が
南北にあり、アクセスが良い。

・豊科 I.C に最も近い候補地で
ある。

・土地利用計画のＡ区域に連た
んする地域である。

・他の官公署、病院、郵便局、銀
行、商店街に近い。

・豊科総合支所の近くであり、その
機能を本庁舎へ吸収すること
が期待できる。

・候補地の中では最も敷地が狭く、附随
施設（防災センター、駐車場等）のあ
り方を工夫する必要がある。

・都市計画中心、人口重心及び 5 つの総
合支所の中心より少し南に位置する候
補地である。

・新たな開発を伴うため、周辺の都市環
境、自然環境との調和について配慮が
必要である。

・盛土や水路の付け替え等の土地整備費
が必要となる。

・現段階では、都市計画法の市街化調整
区域であるため、建設にあたっては県
との協議が必要である。

豊
科
北
中
学
校
周
辺
ゾ
ー
ン

・都市計画中心、人口重心及び
５つの総合支所の中心に最も
近い候補地である。

・土地利用計画のＡ区域に連た
んする地域である。

・敷地が広く、駐車場の確保や、
将来の増築等の更新性につい
て対応しやすい。

・豊科総合支所の近くであり、
その機能を本庁舎へ吸収する
ことが期待できる。

・国道 147 号があり南北からアクセス
が良いが、東西線が国道 147 号で止
まっているため、西からのアクセスに
課題がある。

・豊科駅や柏矢町駅から遠い地域である。
・新たな開発を伴うため、周辺の都市環

境、自然環境との調和について配慮が
必要である。

・盛土等の土地整備費が必要とある。
・現段階では、都市計画法の市街化調整

区域であるため、建設にあたっては県
との協議が必要である。

安
曇
野
福
祉
協
会
周
辺
ゾ
ー
ン

・東の国道 19 号から西の山麓
線まで東西に延びる道路の沿
線である。また国道 147 号が
南北にあり、アクセスが良い。

・土地利用計画のＡ区域に連た
んする地域である。

・豊科駅に最も近い候補地で　
ある。

・豊科総合支所の近くであり、
その機能を本庁舎へ吸収する
ことが期待できる。

・上空に高圧線が通っているため、庁舎
の配置や階層、ヘリポートの設置に課
題がある。

・都市計画中心、人口重心及び 5 つの総
合支所の中心より少し南に位置する候
補地である。

・新たな開発を伴うため、周辺の都市環
境、自然環境との調和について配慮が
必要である。

・盛土等の土地整備費が必要であるる。
・豊科駅の裏側にあるため、西口の整備

を検討する必要がある。
（整備費が必要）

・現段階では、都市計画法の市街化調整
区域であるため、建設にあたっては県
との協議が必要である。

●本庁舎建設に伴い、本体の建設工事のほか用地費、庁舎建築工事費、外構工事費、造成工事費、設計・管理料など、多額の経費を要する。
●平成 27 年度までに建設した場合は、単純試算で総費用の約 60%が国から財政支援される。
●合併特例債を活用することにより市は約 40%の自己負担で本庁舎を建設することができる。行政改革を進めるうえで、また市民の負担

を軽減するためにも平成 27 年度までに建設する必要がある。

　

本
庁
舎
等
建
設
審
議
会
（
白
澤
亀
内

会
長
）
は
5
月
18
日
、
市
役
所
本
庁
舎

等
建
設
基
本
構
想
と
そ
の
他
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
の
答
申
書
を
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
は
、
昨
年
10
月

に
行
っ
た
諮
問
に
応
じ
る
も
の
で
、
本

庁
舎
の
機
能
・
規
模
や
建
設
候
補
地
な

ど
、
審
議
会
で
慎
重
に
協
議
さ
れ
た
結

果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
答
申
の

主
な
内
容
は
上
記
の
通
り
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
尊
重
し

「
本
庁
舎
等
建
設
基
本
構
想
（
案
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。

●
基
本
構
想
（
案
）
の
閲
覧
場
所　

本
庁
舎
内
総
務
課
、
各
総
合
支
所
地

域
支
援
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

uhttp://w
w

w
.city.azum

ino.naga

　

no.jp/

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

　
「
本
庁
舎
等
建
設
基
本
構
想
（
案
）」

に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
広
く
市
民
・
事
業

者
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。構
想

案
は
、
本
庁
舎
の
お
お
む
ね
の
機
能
・

規
模
、建
設
候
補
地
な
ど
を
示
し
た
も

の
で
、
今
後
策
定
す
る
「
安
曇
野
市
本

庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
仮
称
）」
の
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

●
応
募
期
限　

6
月
30
日
（
火
）
必
着

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
・
通
学
す
る
人
、ま
た
は
市
内

で
事
業
・
活
動
を
行
う
個
人
や
団
体

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
・

提
言
事
項
を
記
載
し
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電
子
メ

ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
規
定
に
よ
り
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
の
記
載
が
な
い
場

合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
応
募
先　

安
曇
野
市
役
所
総
務
課

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
46

（
71･

５
０
０
０
）

msoum
u@

city.azum
ino.nagano.jp

●
応
募
内
容
の
公
表　

意
見
な
ど
の
募

集
結
果
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
除
き
後
日
公
表
し
ま
す
。

●総合支所の業務は「窓口サービス」、「相談業務」、
「住民と協働する地域づくりの推進」を基本とする。

● 10 年、20 年という将来的な機能・規模を見据え
た中で、各支所に配置する職員数は 40 人以内の
範囲で適切な人員を配置する。

本庁舎の機能・規模附随施設
3 カ所の候補地の評価点と課題を整理しました。

147

143

403

19
）

）

）

）

）

）

あずみおいわけ

ありあけ

ほたか

はくやちょう

とよしな

み
な
み
と
よ
し
な

なかがや

ひといちば

あずさばし

た
ざ
わ

あかしな

あずみおいわけ

ありあけ

ほたか

はくやちょう

とよしな

み
な
み
と
よ
し
な

なかがや

ひといちば

あずさばし

た
ざ
わ

あかしな

）

）

）

豊
科
Ｉ
Ｃ

豊
科
Ｉ
Ｃ

安曇野市役所安曇野市役所

穂高総合支所穂高総合支所

堀金総合支所堀金総合支所

アートヒルズアートヒルズ

ファインビュー室山

明科総合支所明科総合支所

三郷総合支所三郷総合支所

豊科
総合支所

豊
科
総
合
支
所

広
域
農
道

山
ろ
く
線

犀
　
川

梓
　
川

総合支所の機能・規模

安曇野福祉協会周辺ゾーン
JR 豊科駅西側の社会福祉法

人安曇野福祉協会の周辺
ゾーン

豊科保健センター周辺ゾーン
豊科保健センターの周辺
ゾーン

豊科北中学校周辺ゾーン
豊科北中学校と豊科北小学校
の周辺ゾーン
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公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の

天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。

給
付
金
の
支
払
い
状
況

地
震
に
強
い
安
全
な
家
づ
く
り

問豊豊科総合支所内市民税課（472･3111 672・8340）

6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

年税額
48,000 円

徴収方法 普通徴収
（天引きせず、納付書や口座振替で納付） 特別徴収（年金からの天引きで納付）

徴収税額 年税額の１/ ２相当額を２回分割 年税額の残りの１/ ２相当額を３回分割
（例） 12,000 円 12,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

年税額
48,000 円

徴収方法 特別徴収（年金からの天引きで納付）

徴収税額 前年度の２月分と同じ額を３回徴収
【仮徴収】

年税額から、今年度前半分の【仮徴収】
した額を差し引いた額を３回に分割

（例） 8,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円

◆平成 22 年度以降で、前年度から引き続き特別徴収する場合

◆平成 21 年度および新たに特別徴収の対象となった場合
特別徴収の方法（例）年金分の年税額が 48,000 円の場合

　

現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
公
的
年
金
に
か

か
わ
る
市
県
民
税
は
、
本
年
10
月
支
給

分
か
ら
、
天
引
き
で
お
支
払
い
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
し
く
み
を

特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
税
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
方
法
が
変
わ
る
だ
け
で
、
年
間

の
税
額
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
納
付
方
法
に
つ
い

て
は
、
特
別
徴
収
か
口
座
振
替
か
の

選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
者　

市
県
民
税
の
納
税
義
務
者

の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の

受
給
者（
そ
の
年
度
の
初
日（
4
月
1

日
）
に
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
人
）。た
だ
し
、次
の
場
合
は

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
公
的
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の

場
合

○
公
的
年
金
の
市
県
民
税
が
、
年
金
の

給
付
年
額
を
超
え
る
場
合

●
対
象
と
な
る
公
的
年
金 　

老
齢
ま

た
は
退
職
を
支
給
理
由
と
す
る
年
金

（
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

退
職
共
済
年
金
な
ど
）
が
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
い
く
つ
か
の
公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
、
す
べ
て
の
公

的
年
金
に
係
る
税
額
が
、
老
齢
基
礎

年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済

年
金
な
ど
の
う
ち
、
一
つ
の
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

●
実
施
時
期　

10
月
支
給
分
か
ら
、
全

国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。（
10
月
ま
で

は
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

●
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額 　

公
的
年

金
の
所
得
に
か
か
わ
る
市
県
民
税
の

所
得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額

※
公
的
年
金
以
外
の
収
入（
農
業
所
得
・

給
与
所
得
な
ど
）
が
あ
る
場
合
、
そ

の
分
の
市
県
民
税
は
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
せ
ん
。今
ま
で
ど
お
り
、納

付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
か
、
給

与
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

※
天
引
き
後
に
税
額
の
変
更
等
が
あ
っ

た
場
合
は
、天
引
き
が
中
止
と
な
り
、

納
付
書
に
よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）と

な
り
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
は
、
受
け
付
け
日
順
に

申
請
内
容
や
添
付
書
類
の
審
査
を
行

い
、
順
次
、
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

支
払
い
日
の
お
お
む
ね
５
日
前
に
は
、
各

個
人
あ
て
に
通
知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
支
払
い
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
第
１
回
給
付
日
（
4
月
28
日
）

　

▽
給
付
件
数　
　
　

８
、
０
６
６
件

　

▽
給
付
額　

３
億
５
、
７
０
０
万
円

●
第
２
回
給
付
日
（
5
月
12
日
）

　

▽
給
付
件
数　
　
　

８
、
４
３
５
件

　

▽
給
付
額　

３
億
６
、
９
０
０
万
円

●
第
３
回
給
付
日
（
5
月
19
日
）

　

▽
給
付
件
数　
　
　

８
、
６
０
３
件

　

▽
給
付
額　

３
億
６
、
８
０
０
万
円

●
第
４
回
給
付
日
（
5
月
26
日
）

　
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
第
１
回
分
を
含
む
）

　

▽
給
付
件
数　
　
　

７
、
０
２
２
件

　

▽
給
付
額　

２
億
７
、
７
０
０
万
円

　

給
付
金
の
申
請
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
人
が
３
、４
０
０
人
ほ
ど
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
を
徹
底
し
ま
す

　

定
額
給
付
金
の
申
請
と
受
給
の
権
利

は
世
帯
主
に
あ
る
た
め
、
申
請
が
世
帯

主
本
人
で
、
世
帯
主
本
人
の
意
思
に
よ

る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
人
確
認
書
類
と
し

て
自
動
車
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
振
り
込
み
先
口
座
の

確
実
な
確
認
と
、
な
り
す
ま
し
詐
欺
を

防
止
す
る
た
め
、
預
金
通
帳
な
ど
の
写

し
を
添
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
個
人
情
報
は
給
付
金
の
支

払
い
事
務
の
み
に
利
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
は
国
の
補
助
事

業
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
、
関
係
書
類

は
一
定
期
間
（
5
年
間
）、
保
存
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
提
出
い
た
だ

い
た
申
請
書
や
関
係
書
類
な
ど
個
人
情

報
は
、
給
付
金
の
申
請
期
間
か
ら
、
そ

の
後
の
保
存
期
間
を
通
じ
適
正
な
管
理

を
行
い
、
保
存
期
間
終
了
後
は
廃
棄
処

分
し
ま
す
。

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

　

市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
予
定
件
数

に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、希
望
す

る
人
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
住
宅　

昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
在
来

工
法
の
住
宅
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
や
非
木
造
の
住
宅
は
対
象
外
）で
、

な
お
か
つ
個
人
所
有
の
住
宅（
長
屋
・

共
同
住
宅
は
除
く
）

●
申
し
込
み　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
に
備
え
付
け
の
申
出
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
下
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
章
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
次
年

度
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？

①
簡
易
診
断
（
無
料
）

　

専
門
の
診
断
士
が
、
家
に
お
伺
い
し

て
外
観
な
ど
を
見
な
が
ら
、
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
。
結
果
が
１
・
０
以
上
の

場
合
は
ひ
と
ま
ず
安
心
。
結
果
が
１
・

０
未
満
の
場
合
は
要
望
に
よ
り
②
へ
。

②
精
密
診
断
（
無
料
）

　

簡
易
診
断
が
１
・
０
未
満
の
住
宅
で
、

補
強
工
事
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
詳

し
く
調
査
を
希
望
す
る
人
が
精
密
診
断

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
専
門
の
診
断
士

が
家
の
中
や
天
井
裏
、
床
下
な
ど
に
入

り
、詳
細
な
調
査
を
実
施
。
結
果
が
１
・

０
以
上
の
家
は
ま
ず
は
ひ
と
安
心
。１
・

０
未
満
の
家
の
人
に
は
補
強
工
事
内
容

な
ど
の
提
案
も
し
ま
す
。

補
強
工
事
を
し
よ
う
！

　

診
断
結
果
か
ら
補
強
工
事
を
決
め
た

人
に
も
補
助
（
所
得
制
限
あ
り
）
が
あ

り
ま
す
。
補
強
工
事
費
の
2
分
の
1

（
最
高
60
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

一
定
以
上
の
成
果
が
出
る
工
事
が
対
象

で
す
。
設
計
士
・
工
務
店
な
ど
に
よ
く

相
談
し
て
工
事
内
容
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。
補
強
工
事
以
外
は
対
象
外
で
す
。

税
の
優
遇
処
置
は

　

補
強
工
事
金
額
に
よ
り
、
所
得
税
の

減
免
や
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住

宅
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）
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◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
５
月
20
日
発
行
81
号
）

●
６
ペ
ー
ジ
・
中
段　

掲
載
さ
れ
て
い

る
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
役
場
の
写
真
は
、

ア
ル
プ
バ
ッ
ハ
役
場
の
誤
り
で
し
た
。

●
６
ペ
ー
ジ
・
下
段
・
13
行
目

【
誤
】
25
ペ
ー
ジ

【
正
】
27
ペ
ー
ジ

●
14
ペ
ー
ジ
・
下
段
・
最
終
行

【
誤
】

77
・
８
０
８
０

【
正
】

77
・
６
０
６
０

●
25
ペ
ー
ジ
・
中
段　

▽
寄
附
金
控
除
・
基
本
控
除
額
・
改
正
後

【
誤
】「
寄
附
金
の
合
計
額
―
５
千
円
×

10
％
」
を
税
額
控
除

【
正
】「（
寄
附
金
の
合
計
額
―
５
千
円
）

×
10
％
」
を
税
額
控
除

▽
寄
附
金
控
除
・
特
例
控
除
額
・
改
正
後

【
誤
】「
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附

金
―
５
千
円
）
×
（
90
％
―
寄
附
者

の
所
得
税
率
）」
を
税
額
控
除

【
正
】「（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

附
金
―
５
千
円
）
×
（
90
％
―
寄
附

者
の
所
得
税
率
）」を
税
額
控
除

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

申
請
期
限
は
10
月
１
日
ま
で

65歳以上の年金受給者で、
住民税を納付されている皆さんに

お知らせです。



　

児
童
手
当
が
６
月
15
日
（
月
）
に
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
２
月
、

３
月
、
４
月
、
５
月
の
４
カ
月
分
で
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
支
給
の
対
象

と
な
る
の
は
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
で
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
年
の
６
月
１
日
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
記
載
し
た
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。６
月
中
に
転
出
す
る
場
合
で
も
、

６
月
分
は
安
曇
野
市
か
ら
支
給
と
な
る

た
め
提
出
が
必
要
で
す
。な
お
、5
月
中

に
現
況
届
け
が
届
い
て
い
な
い
人
や
、

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
人
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

●
提
出
先　

現
況
届
と
同
封
の
「
現
況

届
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
、

各
総
合
支
所
内
の
市
民
福
祉
課
福
祉

係
ま
た
は
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
児
童
保
育
課
児
童
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
あ
る

遺
跡
の
発
掘
作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る

人
の
登
録
制
度
を
始
め
ま
す
。
こ
の
制

度
は
市
内
で
緊
急
の
開
発
事
業
が
あ
っ

た
場
合
に
、
こ
れ
に
伴
う
遺
跡
発
掘
の

作
業
員
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
発

掘
調
査
が
計
画
さ
れ
た
場
合
、
教
育
委

員
会
か
ら
登
録
者
に
連
絡
し
ま
す
。

●
登
録
条
件　

市
の
歴
史
や
文
化
に
興

味
が
あ
り
、
市
内
の
発
掘
現
場
に
通

勤
で
き
て
、
発
掘
調
査
に
従
事
で
き

る
人
。
市
外
の
人
で
も
登
録
で
き
ま

す
。

●
注
意
点　

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
な
い

年
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
規

模
に
よ
っ
て
は
連
絡
の
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
発
掘
実
績　

▽
平
成
19
年
度
１
件

（
奈
良
・
平
安
時
代
）
▽
平
成
20
年

度
２
件
（
奈
良
・
平
安
時
代
）

　

土
地
・
建
物
の
相
続
、
贈
与
、
売
買

な
ど
の
、
不
動
産
の
権
利
や
登
記
に
関

す
る
こ
と
や
、会
社
・
法
人
の
設
立
・
変

更
・
解
散
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
18
日
（
木
）
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
当
日
会
場

で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
各
図

書
館
シ
ス
テ
ム
の
中
核
機
能
を
有
す
る

中
央
図
書
館
と
、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
、
学
習
室
な
ど
が

併
設
さ
れ
た
複
合
施
設
で
す
。

　

開
館
前
の
セ
ン
タ
ー
内
を
見
学
で
き

る
館
内
見
学
ツ
ア
ー
を
下
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
９
月

12
日
（
土
）
の
開
館
に
向
け
た
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
で
、
準
備
作
業
中
の
中
央
図
書

館
、
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
多
目
的
交
流

ホ
ー
ル
な
ど
を
見
学
で
き
ま
す
。ま
た
、

28
日
に
は
交
流
広
場
に
芝
の
苗
を
植
え

る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

【
館
内
見
学
ツ
ア
ー
】

▽
６
月
27
日
（
土
） 

午
前
11
時
～
、
午

後
3
時
～
、
4
時
～

▽
６
月
28
日
（
日
）　

午
前
11
時
15
分
、

午
後
３
時
15
分
～
、4
時
15
分
～（
毎

回
40
分
程
度
）

【
芝
張
イ
ベ
ン
ト
】

▽
６
月
28
日
（
日
） 

午
後
1
時
～
3
時

●
そ
の
他  

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不

要
（
当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
７
月
19

日
付
で
満
了
と
な
り
、改
選
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
７
月
中
に
提
出
さ
れ
た

農
地
法
許
可
申
請
案
件
な
ど
に
つ
い
て

は
、
翌
８
月
の
定
例
総
会
の
審
議
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
手
続

き
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
６
月
の
締
め

切
り
に
間
に
合
う
よ
う
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
書
等
の
提
出
期
限

６
月
…
６
月
15
日
（
月
）

８
月
…
８
月
14
日
（
金
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効
期

間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
換

え
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
、
市
か

ら
委
託
さ
れ
た
作
業
員
（
市
の
腕
章
を

着
用
）
が
無
料
で
行
い
ま
す
。
敷
地
内

に
立
ち
入
り
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の

上
に
車
両
（
障
害
物
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
と
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
り
替
え
対
象　

平
成
13
年
度
に
取

り
付
け
た
水
道
メ
ー
タ

●
作
業
期
間　

７
月
～
11
月
末
（
７
月

明
科
地
域
・
８
月
三
郷
地
域
・
９
月

豊
科
地
域
・
10
月
穂
高
地
域
・
11
月

堀
金
地
域
）

　

市
消
防
団
で
は
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
技

術
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
、
長
期

間
練
習
に
励
ん
で
き
た
団
員
が
ポ
ン
プ

操
作
の
迅
速
さ
・
正
確
さ
を
競
い
合
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
会
場
へ
見
学
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
は
会

場
内
に
献
血
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

団
員
と
共
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
2
時

●
場
所　
（
株
）
王
子
チ
ヨ
ダ
コ
ン
テ

ナ
ー
敷
地
内
（
豊
科
）

　

東
筑
摩
郡
防
火
管
理
協
会
と
明
科
消

防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）を
使
用
し
た
心し
ん
ぱ
い
そ
せ
い
ほ
う

肺
蘇
生
法
や
、

け
が
人
が
発
生
し
た
と
き
の
応
急
手
当

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
者
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

●
講
習
日
時　

７
月
４
日
（
土
）
９
時

～
正
午

●
場
所　

明
科
公
民
館

●
申
し
込
み　

６
月
30
日（
火
）ま
で
に

明
科
消
防
署
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

森
林
整
備
な
ど
で
伐
採
し
た
広
葉
樹

を
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
有
効
活

用
し
ま
せ
ん
か
。
市
と
松
本
広
域
森
林

組
合
で
は
、
薪
材
の
提
供
を
下
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
日
時　

６
月
25
日
（
木
）
～
27

日
（
土
）（
３
日
間
）
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

●
実
施
場
所　

明
科
東
川
手
地
区
の
山

林
（
詳
細
は
案
内
書
に
記
載
）

●
応
募
条
件　

市
内
在
住
者
に
限
り
ま

す
。

●
定
員　

各
日
30
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
過
去
の
参
加
状
況
を
考
慮

し
抽
選
）
※
薪
ス
ト
ー
ブ
１
台
に
つ

き
１
人
の
応
募
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
参
加
負
担
金　

２
、
０
０
０
円
／
回

（
傷
害
保
険
料
、
森
林
組
合
手
数
料
）

●
実
施
方
法　

集
積
さ
れ
た
木
材
の
切

断
や
積
み
込
み
は
各
自
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
薪
の
提
供
量
は
、
１
人
当

た
り
最
大
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
（
約

３
０
０
㌔
）
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

６
月
９
日
（
火
）
～
12

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
の
間
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
第
１･

２

希
望
日
を
明
記
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、
後
日
、
詳

細
を
記
載
し
た
案
内
書
を
送
付
し
ま

す
。
応
募
期
間
以
外
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先　

松
本
広
域
森
林
組
合

　
（

77
・
２
４
１
３ 

77･

２
６
３
５
）

せ

ら

知

お６
月
は
児
童
手
当
の

振
り
込
み
月
で
す

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

水
道
メ
ー
タ
の
取
り
換
え
作
業

を
行
い
ま
す

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

２
５
１
０
）

市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

問
堀
危
機
管
理
室

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

普
通
救
命
講
習
会

問
明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

薪ま
き

材
を
提
供
し
ま
す

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

遺
跡
の
発
掘
作
業
員
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

問
申
明
文
化
課
文
化
財
保
護
係

（

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５
）

７
月
予
定
の
農
地
法
許
可
申
請

書
提
出
は
お
早
め
に

問
三
農
業
委
員
会
事
務
局

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律

無
料
相
談
所
の
開
設

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

開
館
前
の
館
内
見
学
ツ
ア
ー

問
明
文
化
課
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
係

（

62･

３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５
）

寄附・寄贈のお礼【敬称略】（3 月 24 日～ 4 月 30 日）

♦ＮＰＯ法人森倶楽部 21 理事長 永田千惠子 「安曇野里山ガイド長峰山～光城山 里山とともに」720 冊 市内
の小中学校教職員に副教材として、また図書館の蔵書として ♦安曇野市 一市民 477,000 円 福祉のため ♦（株）

マイカル豊科サティ 図書カード 63,500 円分 豊科南小学校の教育充実のため ♦（株）マイカル豊科サティ 絵画
作品乾燥棚 １台 豊科北小学校の教育充実のため ♦（株）マイカル豊科サティ 陸上用スパイク ７足 豊科東小
学校の教育充実のため ♦穂高神社 ＤＶＤ「ゆきと爺（じい）のあづみ野物語」 22 枚 教育振興のため市内の小
中学校および図書館へ ♦日本禁煙友愛会堀金支部支部長 深澤正人 ハンカチ 281 枚　鉛筆 660 組 ノート 300 冊 
堀金地区の保育園（ハンカチ）、小学校（鉛筆）、中学校（ノート）へ未成年の喫煙防止啓発のため
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教
育
委
員
会
文
化
課
で
は
、
地
域
文

化
の
振
興
や
市
民
益
に
つ
な
が
る
事
業

方
針
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
文

化
振
興
計
画
に
係
る
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
活
動
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
次

に
該
当
す
る
者

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
で
な
い
こ
と

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員
で
な
い
こ
と

③
市
の
他
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に

よ
る
委
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
人
数　

3
人

●
任
期　

委
嘱
の
日（
７
月
こ
ろ
）か
ら

規
定
す
る
任
務
が
完
了
す
る
ま
で
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に
定

め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

６
月
３
日
（
水
）
～
６

月
19
日
（
金
）
ま
で
。
郵
送
は
当
日

消
印
分
ま
で
有
効
で
す
。

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
お
よ
び
教
育
委
員
会
文
化
課
に
備

え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え
て
、
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

関
係
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　

安
曇
野
市
が
目

指
す
べ
き
文
化
行
政
（
市
内
の
文
化

施
設
に
関
す
る
こ
と
、
文
化
芸
術
活

動
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
）
に
つ
い

て
、
８
０
０
字
程
度
で
、
自
由
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

①
申
込
書
お
よ
び
小
論

文
に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま

す
。
②
選
考
を
公
正
か
つ
円
滑
に
行

う
た
め
、
選
考
委
員
会
を
設
け
て
行

い
ま
す
。
③
選
考
の
結
果
は
、
合
否

に
か
か
わ
ら
ず
、
６
月
中
に
教
育
委

員
会
文
化
課
か
ら
申
込
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

●
応
募
先　

教
育
委
員
会
文
化
課

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

安
曇
野
市

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

mbunka@
city.azum

ino.nagano.jp

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
課
文
化
振
興
係

　
（

62･

３
０
９
０ 

62･

３
５
２
５
）

　

な
お
、
6
月
8
日
以
降
は
、
穂
高
交

　

流
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　
（

81･

３
１
１
１ 

82･

０
９
６
６
）

　

教
育
委
員
会
文
化
課
で
は
、
穂
高
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
良
い
事
業
運

営
の
あ
り
方
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
検
討
い
た
だ
く
た
め
の
、
穂
高
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
次

に
該
当
す
る
者

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
で
な
い
こ
と

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員
で
な
い
こ
と

③
市
の
他
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に

よ
る
委
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
人
数　

５
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
７
月
こ
ろ
）
か

ら
平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に
定

め
る
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

６
月
３
日
（
水
）
～
６

月
19
日
（
金
）
ま
で
。
郵
送
は
当
日

消
印
分
ま
で
有
効
で
す
。

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
お
よ
び
教
育
委
員
会
文
化
課
に
備

え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え
て
、
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

関
係
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　

穂
高
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
う
べ
き
市
民
に
働
き

か
け
る
参
加
・
体
験
型
の
事
業
に
つ

い
て
、
８
０
０
字
程
度
で
、
自
由
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

①
申
込
書
お
よ
び
小
論

文
に
よ
る
書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま

す
。
②
選
考
を
公
正
か
つ
円
滑
に
行

う
た
め
、
選
考
委
員
会
を
設
け
て
行

い
ま
す
。
③
選
考
の
結
果
は
、
合
否

に
か
か
わ
ら
ず
、
７
月
初
旬
に
教
育

委
員
会
文
化
課
か
ら
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●
応
募
先　

教
育
委
員
会
文
化
課

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

安
曇
野
市

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

mbunka@
city.azum

ino.nagano.jp

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
課
文
化
振
興
係

　
（

62･

３
０
９
０ 

62･

３
５
２
５
）

　

な
お
、
6
月
8
日
以
降
は
、
穂
高
交

　

流
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　
（

81･

３
１
１
１ 

82･

０
９
６
６
）

　

市
営
住
宅
等
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
内
容
を
お
確
か
め
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

▽
田
沢
団
地 

（
豊
科
田
沢
）

１
戸
【
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▽
追
分
団
地 

（
穂
高
北
穂
高
）

１
戸
【
２
Ｄ
Ｋ
】

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川

手
）
１
戸
【
２
Ｄ
Ｋ
】

▽
柳
瀬
団
地 

（
明
科
中
川
手
）

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

８
月
１
日
（
土
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
１
）
同
居
親
族
が
あ
る

（
２
）
住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
３
）
収
入
額
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

●
申
し
込
み　

６
月
18
日（
木
）～
26
日

（
金
）（
土
日
は
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
の
間
、
豊
科
総
合
支

所
内
建
築
住
宅
課
住
宅
係
備
え
付
け

の
「
入
居
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
お
よ
び

申
し
込
み
案
内
は
18
日
以
前
で
も
配

布
し
ま
す
）

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

●
そ
の
他　

中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
は
、
常
時
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
人
を
対
象
と

し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
く
体

を
動
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日　

７
月
～
11
月
末
の
毎
週
木

曜
日
（
全
12
回
）

●
時
間　

午
前
９
時
45
分
～
11
時

●
場
所　

堀
金
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

●
対
象
者　

２
～
４
歳
児
と
保
護
者

●
定
員　

30
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
8
日（
月
）～
19
日

（
金
）ま
で
に
、
社
会
教
育
課
子
ど
も

支
援
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
５
月
末
か
ら
開
講
し
た
家
庭

教
育
講
座
の
受
講
者
は
こ
ち
ら
の
講

座
と
の
重
複
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
豊
科
プ
ー
ル

の
看
護
師
・
事
務
員
・
監
視
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

看
護
師
２
人

事
務
員
２
人

プ
ー
ル
内
監
視
員
10
人

※
監
視
員
は
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
開

園
期
間
中
勤
務
で
き
る
人
。

※
３
職
種
と
も
交
代
で
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。

●
勤
務
内
容　

・
期
間　

７
月
18
日
（
土
）
～
８
月
23

　
　
　

日
（
日
）
ま
で

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
賃
金　

・
看
護
師　

時
給
１
、０
０
０
円

・
事
務
員　

時
給
８
０
０
円

・
監
視
員　
（
一
般
）
時
給
８
０
０
円

　
　
　
　
　
（
高
校
）
時
給
７
２
５
円

●
応
募
方
法　

６
月
30
日
（
火
）
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項（
勤

務
で
き
る
期
間
）を
記
入
し
、教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

家
庭
教
育
ひ
ま
わ
り
講
座
④ 

全
12
回

「
つ
な
ご
う 

の
ば
そ
う 

こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
」参
加
者
の
募
集

問
明
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

豊
科
プ
ー
ル
臨
時
職
員
を
募
集

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（

62･

４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５
）

集

募
文
化
振
興
計
画
策
定
市
民
委
員

会
の
委
員
を
募
集

問
明
文
化
課
文
化
振
興
係

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
委
員
を
募
集

問
明
文
化
課
文
化
振
興
係
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防
衛
省
で
は
特
別
職
国
家
公
務
員
「
自
衛

官
等
」
の
受
付
と
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

２等陸・海・空士 男子 18 歳以上
27 歳未満

通年行っています ６ 月 13 日　 ７ 月 11 日　 ９ 月 12 日・20 日・
２６日　10 月 17 日　12 月 19 日

女子 ８月１日～９月 11 日 ９月 27 日
一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月 11 日 １次　９月 19 日

２次　10 月 10 日
看護学生 男女 高卒（見込み含む）24 歳未満 ９月７日～ 10 月２日 １次　10 月 24 日

２次　11 月 21・22 日
航空学生 男女 高卒（見込み含む）21 歳未満 ８月１日～９月 11 日 １次　９月 23 日　２次　10 月 17 ～ 22 日

３次　11 月 14 ～ 12 月 16 日
防衛大学校
学生

推薦
男女 高卒（見込み含む）21 歳未満

９月５日～９月 9 日 ９月 26・27 日
一般 ９月７日～ 10 月２日 １次　11 月７・８日

２次　12 月 15 日～ 19 日
防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込み含む）21 歳未満 ９月７日～ 10 月２日 １次　10 月 31 日・11 月１日

２次　12 月２日～４日
自衛隊生徒（陸） 推薦 男子 中卒（見込み含む）17 歳未満 ※本制度は、名称も含め改正する予定です。詳細については、下記までお 

　問い合わせください。一般

予備自衛官補

一般

男女

18 歳以上 34 歳未満

７月21日～10月９日

10月17日～19日（いずれか１日を指定します。）
※予備自衛官補の採用試験は、年間２回（４月・
10 月）ただし、「技能」は４月の採用試験で採
用予定数を採用した場合、10 月の採用試験は実
施しない可能性があります。

技能 18 歳以上で保有する技能に
応じ 53 ～ 55 歳未満

平
成
21
年
度
自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

　

事
務
所
広
報
セ
ン
タ
ー
『
信
濃
』

（

36･

２
７
８
７
）
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催しのご案内

明科図書館ひまわり講座①
絵本にでてくる料理を
つくってみよう
明科図書館

462･1122 662･1124
　絵本「ぐりとぐらのえんそく」
を聞いた後、おはなしに出てきた
サンドイッチとハンバーガーなど
を作ります。
●日時　6 月 20 日（土）10：00 ～
13：00　●場所　明科子どもと大
人の交流学習施設「ひまわり」講
義室・調理室　●講師　おはなし
パレットの皆さん　●内容　▽おは
なし「ぐりとぐらのえんそく」ほか10：
00 ～ 10：30 ▽お料理作り 10：30
～正午▽試食と片付け正午～ 13：
00　●対象　小学生以下（小学生
未満は保護者と一緒に参加してくだ
さい） ●持ち物　エプロン、三角きん
（バンダナも可）、ハンカチ　●費
用　無料 ●定員　15人　●申し込
み　6月12日（金）までに電話または
明科図書館窓口へお申し込みくだ
さい。また、食物アレルギーのあ
る人は事前にお申し出ください。

ふるさと体験学習
いかだを作って川へ
のりだそう！
穂高会館内社会教育課

482･5970 682･3990
　合板とタイヤのチューブ（浮き）
を使っていかだを作り、わさび田
周辺を流れる「欠の川」で川下り
をします。澄んだ川面を眺めなが
ら夏のひと時を楽しみましょう。
●日程　7 月 11 日（土）設計 9：00
～正午　7 月 25 日（土）製作 9：00
～ 15：00　7月26 日（日）　川下り
9：00～ 15：00　●場所　穂高会館
および「欠の川」（穂高地区等々力）
●対象者　市内小学 4 年生～ 6
年生　●定員 20 人（先着順）●
申し込み　6月 11 日（木）午前 8時
30分から申し込みを受け付けます。
電話でお申し込みください。

玉ねぎ祭り
産業建設課産業振興係
472･3111 672･8340

　集落営農組合による「玉ねぎ祭
り」を開催します。新玉ねぎの直
売と収穫体験があります。ご近所
お誘い合わせてお楽しみくださ
い。各会場とも玉ねぎが無くなり
次第終了します。

●日時　6月13日（土）・14日（日）
（各会場により開催日時が異なりま
す）　●場所　豊科地域および堀金
地域内の 11会場※詳しくは市ホー

設課備え付けの案内チラシをご覧
ください。●価格　直売、収穫体

験とも 20㌕ 1,500 円

美術講座

4682･0769
　人物の全身像を 5㌕のテラコッ
タ粘土を使って制作、素材の持つ
素朴さで表現します。
●日時　6月 25日、7月 2日、9日、
16日、23日の毎週木曜日（全５回）
18：00 ～　●場所　碌山公園研成
ホール　●受講料　2,000 円 ●講
師　柳沢 廣さん

友好都市
福岡市東区との交流事業
秘書課 都市交流・国際係
471･2000 671･5000

　市では「安曇（阿曇）族」にかか
わる歴史的な背景から、福岡市東区
と青少年の相互訪問による交流事業
を行っています。今年は、福岡市東
区を訪ね、交流を深めます。そこで
以下のとおり参加者を募集します。

●日程　7月28日（火）～31日（金）
（3 泊 4 日）　●内容　海水浴・マ
リンワールド・福岡タワー・福岡
市博物館・ヤフードーム野球観戦
など（天候による変更あり）　●応
募資格および条件　市内に居住す
る小学５年生～中学２年生で、来年
度の交流事業（安曇野市開催）に必ず
参加できる人　●募集人員　20 人
（男女各 10人）　●参加費用　小学
生1万7,000円・中学生2万8,000
円　●応募方法　6月 8日（月）～
19 日（金）の間、電話または FAX
により、住所、参加者氏名、性別、
学校名・学年、保護者名、電話番
号を上記までご連絡ください。応
募者多数の場合は学年、性別ごと
に抽選となります。

ふるさと講座（春編）
仏像めぐりと写経体験
三郷公民館

477･2109 676･3077
　三郷村誌の内容をひもときなが
ら三郷地域内に出向き歴史を学ぶ
講座を開催します。春編では三郷
地域の寺堂において、営々と護持
された貴重な仏像を見学し、先人
の信仰の姿を学びます。また写経
体験も行います。

●日程　6月18日（木）　●時間 9：
00～16：00ごろまで　●場所　淨
心寺、薬師堂、平福寺を見学します。
●講師　宮島 佳敬さん（県文化財
保護協会理事・松本市文化財審議
委員会委員・市文化財保護審議委
員会委員）　●定員　20 人（申し
込み多数の場合は抽選）　●受講
料　200円（別途写経セット代 500
円）　●持ち物　雨具、昼食、筆記
用具　●申し込み　6月 12日（金）
までにお申し込みください。詳し
い日程は、参加者に後日お知らせ
します。

セカンドライフ
生き活き学級
三郷公民館

477･2109 676･3077
　セカンドライフでやりたいこと
はなんですか。戦後の日本を中心
になって作り上げてきた皆さん、
地域で一緒に仲間づくりをし、生
き活きとした人生を楽しんで見ま
せんか。セカンドライフ生き活き学
級できっかけを作ってください。
●日時・内容（全５回） 6 月 24
日（水） コミュニケーションと（↖）

第 33回 ＩＡＣ美術展
豊科近代美術館

473・5638 673･6320
 ＩＡＣ美術会は、美術を志す者
に広く発表の場を提供するととも
に、新人の発掘と育成を目指して
います。日本画、水墨画から油彩
画、版画、デザインなどの絵画作
品や、彫刻、工芸作品など広く募
集しました。全国から集まった未
来の可能性を追求した斬新な表現
世界をご観賞ください。
●会期　6 月 24 日（水）～ 7 月 5
日（日）　●開館時間　9：00 ～ 17：
00（最終日は 14：00）●会場
豊科近代美術館　●入館料　大人
500（400）円大高生 300（200）
円小中生 150（100）円（　）内
は 20名以上の団体料金

黒豆で豆腐づくり
プロジェクト事務局
安曇野ブランド推進室
477･3111 677･6060

azumino-brand@city.azumino.
nagano.jp
　黒豆プロジェクトでは、安曇野
産黒大豆を広く皆さんに知ってい
ただくため、黒豆豆腐づくり講習
会を開催します。

●日時　6月28日（日）9：00 ～ 12：
30　●場所　豊科女性研修セン
ター　●申し込み　6月8日（月）8：
30 ～ 17：15 までの間（土日を除
く）、プロジェクト事務局へ、電話・
℻  またはメールでお申し込みくだ
さい。 ●定員　15人（先着順） ●
持ち物　室内用長靴・三角きん※
作業のできる服装でご参加ください。

第４回 飯沼冬彦先生の
おもしろ自然教室
田淵行男記念館

4672･9964
　今回は光城山で夏の植物を観察
します。身近な自然を楽しく学ん
でみませんか。
●日時　7 月 18 日（土）8：30 ～
11：30 ●集合・解散　田淵行男記念
館　●内容　光城山で夏の植物を観
察　●定員　15 人（先着順）※年
間受講者の出席状況により変更にな
る場合があります。 ●受講料 400
円（受講料、入館料、保険料など） 
●申し込み　6月 28日（日）～7月
12日（日）の間、受講料を添えて記
念館窓口までお申し込みください。

ニュースポーツ（囲碁ボール）、
７月 22日（水） 自然観察とデジカ
メ入門、8月 26日（水） セカンド
ライフのマネー講座、9月 17 日
（木）エンターテインメント（落
語）、11 月５日（木） そば打ち体
験　●場所　三郷公民館ほか　●
定員　20 人（申し込み多数の場
合抽選）●受講料　1,000 円（200
円×全５回）※ 11月 5日の講座
は別途費用が掛かります。●締め
切り　6月15日（月）までにお申し
込みください。詳しい日程は、参
加者に後日お知らせします。

庭木の手入れ講座（夏編）
三郷公民館

477･2109 676･3077
　松の手入れは、素人には無理と
あきらめていませんか。三郷公民
館では、松の手入れを中心に基礎
から学べる庭木の手入れ講座（全
4回）を開催します。初回となる
夏編では、用具の選び方や使い方
の基本を学び、実際に赤松の手入
れ方法を学びます。なお、10 月
25 日は赤松の手入れ方法（秋編）、
12月13日は防寒対策、2月7日は
市内の庭園巡りを行う予定です。
●日時　6月14日（日）9：00 ～正
午 ※小雨決行。強雨の場合は屋
内で講座を行います。 ●場所　貞
享義民記念館前庭　●講師　市緑
化協会会員 高木 一寿さん　●定
員 20 人（申し込み多数の場合抽
選）●受講料　800 円（200 円×
全４回）※ 2月 7 日の講座は別
途費用が掛かります。　●持ち物・
服装　せん定ばさみなど。軍手や
作業服など作業に適した服装　●
締め切り　6月8日（月）までにお申
し込みください。詳しい日程は、参
加者に後日お知らせします。

見て～玉ねぎとれたよ～（H20 玉ねぎ祭り）

平福寺

ヤフードームで野球観戦
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２００９サマーキャンプ
社会教育課子ども支援係
462･2001 662･1124

　夏休みに安曇野の山・川をおも
いっきり冒険しよう。市教育委員
会では小学 5、6 年生を対象にし
たサマーキャンプを行います。参加を
希望する児童の保護者は、内容を
確認のうえお申し込みください。
●開催日
7 月 4 日（土）プレキャンプ（顔合
わせ会）
7 月 29 日（水）～ 31 日（金）本キャ
ンプ（2泊 3日）●宿泊地　長峰山
森林体験交流センター「天平の森」
テント泊●定員　40 人※定員を超
えた場合は抽選により参加者を決
定します。●参加条件　市内在住
の小学 5、6年生（保護者の同意必
要）※プレキャンプに必ず出席で
きること。●参加費　一人 9,000
円（傷害保険料を含む）●申し込
み　6 月 10 日（水）までに、往復は
がきに「サマーキャンプ申し込み」
と明記のうえ、参加者の住所、氏
名、学年、性別、電話番号、保護
者の氏名を記入し、下記まで送付
ください。※当日消印有効〒 399-
7102 安曇野市明科中川手 6814 番
地 1明科子どもと大人の交流学習

センター施設「ひまわり」あて

中高生
ボランティアリーダー募集
社会教育課子ども支援係
462･2001 662･1124

　市教育委員会では、地域を担う
青少年リーダーの育成を目指し、
中高生ボランティアリーダーの養
成を行います。希望する生徒の保
護者は、次の要領によりお申し込
みください。
●活動内容　小学生対象のキャン
プや少年リーダー研修などに、ボ
ランティアリーダー（スタッフ）とし
て参加し、小学生にアドバイスを
するなどの活動支援を行いま（↖）

す。 ●対象　市内在住の中学生、
高校生（保護者の同意必要） ●申し
込み　6月 10 日（水）までに電話
でお申し込みください。後日、登
録用紙を郵送します。詳しくはお
問い合わせください。

都市交流
海と山の子どもたちの
交流事業
社会教育課子ども支援係
462･2001 662･1124

　友好都市の神奈川県真鶴町の子
どもたちと、磯遊びや海水浴で自
然とふれあい、交流を深めません
か。市教育委員会では、小学 4～
6 年生を対象に真鶴町を訪問する
児童を募集します。参加を希望す
る児童の保護者は、内容を確認の
うえお申し込みください。

●開催日
7月11日（土）参加者の顔合わせ会
8月7日（金）～8日（土）真鶴町へ訪問
・交流（1泊2日）　●交流先　神奈川
県足柄下郡真鶴町　●宿泊地　真
鶴町民センター ●定員　40 人※定
員を超えた場合は、抽選で参加者を
決定します。●参加条件　市内在
住の小学 4、5、6 年生（保護者の
同意必要）※顔合わせ会に必ず出席
できること。●参加費　一人 5,000
円（傷害保険料を含む）●申し込
み　6月 17 日（水）までに、往復は
がきに「真鶴町交流事業申し込み」
と明記のうえ、参加者の住所、氏名、
学年、性別、電話番号、保護者の
氏名を記入し、下記まで送付くだ
さい。※当日消印有効〒 399-（↖）

7102 安曇野市明科中川手 6814 番
地１明科子どもと大人の交流学習
センター施設「ひまわり」あて

あづみ野水の探検隊
パート２
環境課
482･3131 682･6622

　市環境基本計画推進会議では、
「あづみ野－水の探検隊パート2
～豊かな水を守りはぐくむ～」と
題して、市民の皆さんと一緒に安
曇野の水について考える、バスツ
アーを開催します。豊かな安曇野
の水を守りはぐくむ、さまざまな取り
組みや現状を知り、今自分にでき
る事を発見しに出掛けませんか。

●日時　6 月 20 日（土）9：00 ～
16：00 ●集合　豊科近代美術館西
側（砂利）駐車場 ●コース　ゴール
ドパック（地下水のかんよう実験）
→烏川渓谷緑地森林エリア（森が
水をはぐくむ）→昼食・信州サー
モン丼（安曇野の水産業）→アク
アピア安曇野（使った水はきれい
に）→等々力地区散策（わき水豊
富な地域）※マイクロバスで、堰
や川、排水路など水に関係する場
所を見学しながらめぐります ●参
加費　1,000 円（昼食代、保険料
など）●定員　30 人（先着順） ●
その他　森の中を歩きます。はき
なれた靴、歩きやすい服装でご参
加ください。●申し込み　6 月 3
日（水）から受け付けします。環境
課へ電話でお申し込みください。

第 30回 あづみ野祭り
～踊り連の募集～
実行委員会事務局
安曇野ブランド推進室
477･3111 677･6060

または市商工会豊科支所
472･2986 672･8461

　豊科地域の夏の風物詩である
「あづみ野祭り」が 7月 25 日（土）
に開催されます。実行委員会では、
祭りのメーンイベントである「あ
づみ野ばやし踊り」の踊り連を募
集します。踊りのお師匠さんによ
る練習会もあり、初心者でもしっ
かり覚えることができますので、
お気軽にご参加ください。

●申し込み　6 月 26 日（金）まで
に、所定の申込用紙に必要事項を
記入のうえ、実行委員会事務局ま
でお申し込みください。なお、会
場の都合上、申し込み多数の場合
は先着順とし、参加できない場合
もありますのであらかじめご容赦
ください。

第 19回 信州安曇野薪能
～稚児役を募集～
　信州安曇野薪能が8月22日（土）
に開催されます。実行委員会では
薪能で上演する「鞍馬天狗 白頭」
に出演する稚児役を募集します。
これは数人の稚児役が重要な役割
を担う演目です。日本の伝統文化
を体験する良い機会となりますの
で、奮ってご応募ください。

●応募資格　安曇野市内在住の小
学 1年生～ 5年生で、練習日の全
日程におおむね参加できること。
練習の参加には保護者の送迎が可
能なこと。●練習日　7月4日（土）・
25日（土）・8月8日（土）いずれも10：
00 から１時間程度。●場所　明科
公民館講堂を予定。舞台リハーサ
ル 8 月 20 日（木）・22 日（土）（必
ず参加のこと） ●講師　青木道喜さ
ん※この他に２回ほど練習を実施。
日程および会場は参加する児童に
応じ調整。 （電話、FAX、Eメール可） 
●募集人数　８人程度（応募者多
数の場合は抽選）●その他 出演者
には第 19回信州安曇野薪能の招待
券２枚提供します。稚児役の装束
などは用意します。●申し込み　6
月 29 日（月）までに、文化課に備
え付けの申込書に必要事項を記入
のうえ、下記へ提出してください。
教育委員会文化課　〒 399-8205
安曇野市明科中川手 6824 番地 1
bunka@city.azumino.nagano.jp
文化課文化振興係

462･3090 662･3525
6 月 8日以降は穂高交流学習セン
ター（481・3111 682･0966）へ
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真鶴町 岩海水浴場にて

水の探検隊パート 1の様子

3,100 人が舞う（H20 あづみ野祭り）

見ごろの花しょうぶ（H19 あやめまつり）

演目　鞍馬天狗の一場面

第 25回 信州安曇野
あやめまつり
実行委員会事務局（安曇野市観光協会）

482･3133 682･6622
安曇野ブランド推進室
477･3111 677･6060

　龍門渕公園・あやめ公園では、
県内随一の花菖蒲の花が残雪の北
アルプスを背に咲きそろい、毎年
大勢の皆さんの目を楽しませてく
れます。
　梅雨の季節ですが、しとしと降
る雨に咲く花菖蒲にも風情があり
ますので初夏の風に吹かれながら
川辺の園路を散策してみてはいか
がでしょうか。
●期間　６月 15 日（月）～ 30 日
（火） ●場所　明科龍門渕公園・あ
やめ公園 ●イベント内容　▷ 6月
13 日（土）プレイベント‐ にじ
ますカップカヌースラローム大会 
▷ 6 月 13 日（土）～ 21 日（日）
明科地区小学生あやめの絵展示 ▷
6月 20 日（土）市交流芸能発表会 
▷ 6 月 21 日（日）メーンイベン
ト‐にじますつかみどり（無料）・
熱気球体験　大人 2,000 円　小学
生 1,000 円　幼児無料（保護者１
人に対し２人まで）・ラフティング
ボート体験（3 歳以上 1,500 円）
雨天中止・明科龍神太鼓あすなろ
太鼓演奏、吹奏楽演奏（明科高校・
明科中学校・市消防団音楽喇叭隊音
楽部・安曇野吹奏楽団）LYRA and 
Ripples（女性シンガー LYRA と
コヤブボード演奏者小藪良隆のユ
ニット）・野だて・ビンゴ大会・キッ
ズダンスなど ▷ 6月 27 日（土）・
28 日（日）龍門渕公園・野だてな
ど ▷ 6 月 28 日（日）あやめまつ
り記念ウォーク「旧国鉄篠ノ井線
廃線敷～あやめ公園｣ 参加無料（先
着 100 人）集合場所：旧第2白坂
トンネル　集合時間：9：00　詳し
くは観光協会まで
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マンモグラフィ検診・
　　　　肺がんＣＴ検診のお誘い
市では、肺がん・乳がんなどの早期発見を推進するために、肺がんＣＴ検
診とマンモグラフィ検診を実施します。希望者は、下記のとおりお申し込
みください。
問穂健康推進課（481･0726 681･0703）または各保健センター（下表）

レントゲンでは見つけにくい早期がんを発見できます。

会場 日程 定員数
豊科保健センター

（472･9970）
11月16日（月）
　～17日（火）の２日間 160 人

穂高保健センター
（481･0711）

11月11日（水）
　～13日（金）の３日間 240 人

三郷保健センター
（477･9111）

12月14日（月）
　～16日（水）の３日間 200 人

堀金保健センター
（473･5770）

12月２日（水）
　～３日（木）の２日間 160 人

明科保健センター
（481･2251）

12月17日（木）
　～18日（金）の２日間 150 人

会場 日程 定員数
三郷保健センター

（477・9111）
８月10日（月）
　～12日（水）の３日間 120 人

堀金保健センター
（473・5770）

８月４日（火）
　～６日（木）の３日間 120 人

明科保健センター
（481・2251）

８月19日（水）
　～21日（金）の３日間 120 人

※検診会場について
・平成 21 年度は、“三郷・堀金・明科”の各保健センターで行います。
・市民であればどこの保健センターでも検診を受けることができます。
・マンモグラフィ検診は１年おきの検診になります。（毎年は受診できません）

会場や受診する年度など、個々に計画してお申し込みください。

「ねんきん定期便」のお知らせ
社会保険庁では、国民年金・厚生年金の現役加入者の誕生月に、「ね

んきん定期便」をお届けしています。ご自分の年金記録を確認して
いただき、記録に「もれ」や「誤り」があった場合には、同封の回
答票で回答をお願いします。皆さんの大切な年金記録を正しいもの
にするため、「ねんきん定期便」による年金記録のご確認にご協力
をお願いします。
～ねんきん定期便で分かること～
・これまでの年金加入期間と年金加入履歴
・加入実績に応じた年金見込み額
・これまでの年金保険料の納付額
・月ごとの年金保険料の納付状況

お問い合わせ先
～ねんきん定期便専用ダイヤル～

4 ０５７０（０５８）５５５
～ＩＰ電話・ＰＨＳからは～

4 ０３（６７００）１１４４
【受付時間】

月曜日～金曜日 9：00 ～ 20：00

第２土曜日　　 9：00 ～ 17：00
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工事名 工事個所 請負者 請負代金
有明保育園整備事業
有明保育園仮設（プレハブ）園舎解体工事 有明の森保育園 大和リース㈱長野営業所 2,992,500

穂高交流学習センター外構整備工事 穂高交流学習センター 岡谷・山﨑特定建設工事
共同企業体 18,585,000

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど
名称 内容 日時 ･ 場所 定員 ･ 費用 備考

高 所 作 業 車
運転技能講習

市 商 工 会 で は、
高所作業車事故
防 止 の た め に、
運転技能講習を
行います。

時：6月27日（土）学科講習
　　6月28日（日）実技講習
受付 午前8時～
講習 午前8時30分～午後5時
所：明科公民館および明科公
　　民館多目的広場

定：30人
料：第１コース（普通・大型・大特自

動車免許のある人）３万３千円
第２コース（移動式クレーン、小
型移動式クレーン免許のある
人）２万９千円

問：申：市商工会
（487･9750 672･8491）
または三商工労政課商業労政係

（477･3111 677･6060）
申込期限 ６月 17 日（水）
定員になり次第終了します。

入札・契約結果（平成 21 年 3 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

マンモグラフィ
検診

肺がんＣＴ
検診

※マンモグラフィとは
マンモグラフィは、触診では触れることができない小さなしこりを写し出すこ
とや、がんに伴って生じるごく小さな石灰化とよばれる病変を写し出すことが
できます。より早い段階の乳がんを発見するのに有効な検査方法です。

★専用のレントゲン装置で乳房をはさんで写真を撮ります。
★検査全体は 10 分程度、圧迫をしている時間は数 10 秒です。生理前の１週間

を避けると痛みが少ないようです。
★乳房の大小にかかわらず、撮影は可能です。
★マンモグラフィによる放射線（Ｘ線）被爆は乳房だけに限られ、１回の撮影で

乳房が受ける放射線の量は、一般の人が１年間に受ける自然放射線量の 50 分
の１程度です。

40･50 歳代の「乳がん」が増加しています。
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★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

４月の狂犬病予防注射を受けなかった犬には必ず接種を！
市では、下記の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。

狂犬病予防注射は、毎年４月から６月の間に接種するよう法律で義務
付けられています。愛犬に狂犬病予防注射をまだ受けさせていない、
また、犬を飼い始めた人は必ずお出掛けください。
●登録・予防注射の料金と手数料

▷予防注射料金および手数料　3,220 円
　（注射料金 2,670 円・注射済票交付手数料 550 円）
▷新規登録手数料　　　　　　3,000 円
※１頭当たりの料金（消費税込み）です。
　おつりのないようにご協力ください。

問各総合支所地域支援課生活環境係
　または穂環境課（482･3131 682･6622）

地域 期日 時間 場所

豊科 ６月 13 日（土）

13:10 ～ 13:30 豊科総合支所前
13:40 ～ 13:55 踏入コミュニティーセンター前
14:05 ～ 14:20 アルプス区公民館前
14:30 ～ 14:45 たつみ原区公民館前
14:55 ～ 15:05 真々部公民館前
15:15 ～ 15:30 上鳥羽地域農業推進拠点施設前

穂高 ６月 20 日（土）

13:00 ～ 13:20 穂高総合支所前
13:30 ～ 13:50 JA 西穂高支所前
14:00 ～ 14:20 しゃくなげ荘駐車場
14:30 ～ 14:50 古厩公民館前
15:00 ～ 15:20 JA 北穂高支所駐車場

三郷 ６月 20 日（土）

13:10 ～ 13:40 三郷総合支所前駐車場
13:50 ～ 14:10 中萱公民館
14:20 ～ 14:40 小倉多目的研修センター

14:50 ～ 15:10 農村環境改善センター
（JA あづみ温支所となり）

堀金 ６月 13 日（土）

13:10 ～ 13:30 下堀公民館前
13:40 ～ 14:00 岩原公民館前
14:10 ～ 14:25 田尻公民館前
14:35 ～ 15:00 堀金総合支所前

明科 ６月 26 日（金）

13:10 ～ 13:20 北村集会所
13:30 ～ 13:40 上押野営農センター
13:50 ～ 14:00 荻原農村都市交流センター
14:05 ～ 14:15 小泉農業研修センター
14:25 ～ 14:35 明科北保育園車庫前
14:45 ～ 15:00 明科総合支所

○すでに登録されている飼い主の皆さんは、
お手元に届いたハガキを必ずご持参くだ
さい。

○次に該当する犬は、動物病院で診察を受
けてから、狂犬病予防注射の接種を行っ
てください。

・健康状態に不安のある犬（妊娠、育児中
も含みます）

・現在、治療中の犬
・過去に予防注射後に異常を起こしたこと

がある犬
○訪問注射を受ける場合や、動物病院で注

射を受ける場合は、別途料金が必要にな
ります。

○健康上の理由で注射できない場合は、獣
医師から「狂犬病予防注射猶予証明書」

（有料）を取得し、支所の窓口へ提出し
てください。

○犬をしっかり抑えられる人が付き添い、
首輪が抜けないようにしてください。

○お出掛けの際は「袋・スコップ」などを
持参し、路上や会場でフンをしたら必ず
片付けてください。

注意事項
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